
企業概要

取材の現場から

革新的サービス

WEBサイト

8
Case

左/代表取締役の大木 恵史氏　右上/工具は保管状況（撮影時の背景）によって認識率が変わるため、機械
学習は利用企業が行うことを推奨している　右下/アプリのダウンロード数は3,000を超える

撮影で認識した設備や工具に合わせて災害情報が表示される スマホカメラで現場の工具を撮影

原
子
力
業
界
で
は
、
熟
練
作
業
者
の
持
つ
技
術
や
危
険
予
知
力
と
い
っ
た
ス
キ
ル
の
継
承
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

人
材
育
成
に
か
け
る
予
算
が
少
な
い
企
業
で
も
作
業
員
の
安
全
管
理
育
成
に
活
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
。
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
シ
ス
テ
ム
活
用
で
、
独
自
性
あ
る
人
材
育
成
を
実
現
し
て
い
る
。

危
険
予
知
力
を
育
成
す
る
A
I
を
搭
載
し
た

支
援
シ
ス
テ
ム
の
開
発

危
険
予
知
力
の
育
成

　
当
社
は
原
子
力
の
安
全
管
理
と
、
原

子
力
施
設
に
携
わ
る
作
業
員
の
人
材
育

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
国
内
の
原
子
力

施
設
の
管
理
は
、
大
手
電
力
会
社
の
元
、

多
層
の
下
請
け
構
造
で
す
。
欧
米
で
は

１
つ
の
企
業
が
現
場
作
業
ま
で
管
理
す

る
の
で
日
本
で
は
、
よ
り
丁
寧
な
管
理

が
必
要
で
す
。
以
前
、
電
力
会
社
に
勤

め
て
お
り
長
く
原
子
力
に
携
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
設
備
が
最
新
化
さ
れ

て
も
、
現
場
第
一
線
の
人
材
育
成
が
追

い
つ
か
な
い
、
と
問
題
意
識
を
持
ち
ま

し
た
。
熟
練
作
業
者
の
引
退
や
作
業
員

の
若
年
化
も
進
み
、
技
術
や
危
険
予
知

力
が
継
承
さ
れ
に
く
い
状
況
へ
の
危
機

感
か
ら
、
安
全
管
理
を
担
う
事
業
を
立

ち
上
げ
る
た
め
2
0
1
4
年
に
当
社
を

設
立
し
ま
し
た
。
補
助
事
業
で
は
、
ス

マ
ホ
ア
プ
リ
に
AI
を
搭
載
し
工
具
や
設

備
を
カ
メ
ラ
で
撮
影
す
る
こ
と
で
、
災

害
情
報
が
表
示
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
開

発
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
危
険
予
知
力
を

向
上
さ
せ
る
研
修
や
安
全
管
理
業
務
に

取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
人
材
育
成
予
算

に
限
り
が
あ
る
企
業
に
と
っ
て
も
育
成

コ
ス
ト
を
最
小
限
に
し
つ
つ
、
能
力
を

高
め
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

補助事業のきっかけ

・当社は５年以上にわたる原子力施設の安全管理支援（人材育成）を行なっており、原子力業界において定評
がある。原子力業界では、作業員の若年化、熟練作業の不足という現状において、先輩から後進へ、人から人
への教育が不十分となっている。
・そのため危険を想像する能力が不足し、予定外の作業等による不安全な行動による事故へのリスクが高まっ
ていた。

事業計画の概要

・AIを用いた画像認識技術と様々な原子力施設で蓄積された災害情報や災害未満（ヒヤリハット）情報を統合
したシステムを開発し、アプリで提供するものである。
・本システムはスマホカメラで現場の工具を認識させると、それに応じた災害情報が表示される機能を搭載し、
危険予知力を早期に向上させる支援への活用を目指した。

事業化状況

・アプリのダウンロード数は3,000以上で徐々に利用者が増えている。
・システム活用を取り入れた人材育成に関心が高まっており、受講者も増えている。

事業者名：株式会社ゼロナイズ　　事業年度：令和元年度

機
械
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

　
開
発
し
た
の
は
ク
ラ
ウ
ド
上
に
AI
を

作
り
、
機
械
学
習
の
ベ
ー
ス
と
な
る
も

の
で
す
。
画
像
認
識
で
は
「
作
業
設
備

が
ど
の
よ
う
な
場
所
に
置
か
れ
て
い
て

も
、
背
景
と
切
り
分
け
て
認
識
」
で
き

る
か
が
重
要
で
す
。
当
社
が
検
証
し
た

時
は
単
品
の
認
識
率
は
90
%
で
も
背
景

と
セ
ッ
ト
に
す
る
と
70
%
ま
で
低
下
し

ま
し
た
。
そ
の
た
め
煩
雑
に
物
が
置
か

れ
て
る
作
業
現
場
に
お
い
て
適
切
に
設

備
の
み
を
認
識
す
る
に
は
、
各
社
で
機

械
学
習
を
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
効
率

が
良
い
と
考
え
ま
し
た
。
大
手
メ
ー

カ
ー
で
は
類
似
シ
ス
テ
ム
を
パ
ッ
ケ
ー

ジ
化
し
高
価
格
帯
で
販
売
す
る
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
が
、
開
発
メ
ー
カ
ー
側
の

機
械
学
習
で
は
限
界
が
あ
る
の
で
す
。

当
社
は
開
発
領
域
を
絞
っ
た
こ
と
で
競

争
力
あ
る
価
格
で
販
売
で
き
て
い
ま
す
。

　
当
社
の
人
材
育
成
の
特
徴
は
、
開
発

し
た
シ
ス
テ
ム
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
オ
ブ

ザ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（

MO
）
手
法
を
取
り
入

れ
て
い
る
点
に
あ
り
ま
す
。

MO
と
は
管

理
能
力
を
定
量
的
に
評
価
す
る
こ
と
が

で
き
る
米
国
原
子
力
施
設
の
手
法
で
す
。

業
界
構
造
が
複
雑
な
国
内
に
お
い
て
責

任
の
所
在
の
明
確
化
と
、
安
全
管
理
能

力
の
向
上
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

大木社長は長年原子力業界に携わった経験から安
全管理へ強い課題認識を持ち、危険予知力向上の
育成カリキュラムを開発した。また、MO手法とAIシ
ステムを活用することで独自の育成手法を確立して
いる。特に東日本エリアでは、高い知名度を持って
いるとのこと。なお、MO手法はシステム特許を取得
しており、他社が追随しにくい高い競争優位性も持つ。

500万円

6人

代表取締役 大木恵史

2014年10月

〒221-0801
横浜市神奈川区神大寺
2-40-16

045-413-0718

技術サービス業

株式会社ゼロナイズ

横浜市に本社と一部事業所を構えるコンサルティング
会社である。経営目的に、一人ひとりの人生を豊かに
することを掲げており、経営コンサルティング事業、実
践型人財育成事業、職業紹介事業、化粧品事業を
行っている。従業員の心を動かすきっかけとなるよう、
人のふるまいにフォーカスしたコンサルティングを提供
している。日米両国のノウハウにITを融合したコンサ
ルティングを低価格で提供できる点が強みである。

事業テーマ： AIを用いた現場支援システムの製造・販売による売上・利益の向上

21 20


